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路交館理事長 枝　本　信一郎夜間保育施設の役割は何か？

祝・桜の園　完成!!祝・桜の園　完成!!

　夜間保育制度は、30余年の昔に、当時死亡事故が多発し世情を騒がせて
いたベビーホテル問題解決の切り札として発足しました。あすなろは制度
創設から間もない1984年に、夜間、特に深夜に働く母親の子どもに保育の
機会を提供するべく開設しました。商売や理美容業等々の人々の子どもを
保育するだけでなく、深夜に働く母親（ホステスさんたち）の子どもが公
的な保育の場を全く利用できない現実に目を向け、これらの子どもに保育
の場を提供しようとしたのです。当時は、雇用機会均等法以前の時代で、
離婚などにより母親一人で子育てをするとなると、深夜の飲食業以外の職
業選択がなかなかできにくい時代だったこともあります。
　その後、人々の就労形態が多様化し、特に女性の社会進出が目覚ましく
発展することで、夜間に及ぶ保育を必要とする層も大きく多様化しまし
た。先に述べた①街での商売や理美容業、飲食業に従事する人々の層（午
前9時過ぎから午後8時台）や、②深夜まで開店の飲食業の自営業者や従事
者、深夜のサービス業従事者の層（就業保障としては遅夕からで良いが子
どもの教育保障の観点から午前又は午後早い時間から深夜まで）の他に、
③デパートやスーパーなどの大型商業施設の従業者の層（シフト勤務のた
め登降園時間に幅がある）や、④社会的責任が大きい仕事に従事し恒常的
に定時に帰れない医師・弁護士・（塾）教師・研究者・一部の公務員や会
社員等の層（午前8時前後から多くの場合午後8時以降）が増え、また、⑤
介護系職場の人手不足が続く中で夜勤の頻度が増えている介護職や看護師
の層（日頃は通常の保育時間でよいが数日に1回程度夜勤（泊まり）の日が
ある）や、⑥保護者の障害その他の事由で食事や入浴等の我が子の世話が
十分にできない層（昼夕2食の利用など長時間の利用）も出てきています。
　このように夜間保育を必要とする人が増え、夜間保育制度ができて30余年
が経つが、「夜間に子どもを預けるのはかわいそう」「夜間保育を利用する
と育ちに悪影響が出る」との思い込みがまだ流布しているように思う。
　かかる世評が事実かどうか科学的に解明するため、全国夜間保育園連盟
は約20年前から筑波大学大学院の安梅勅江教授を中心に、全国の全ての加
盟園及びその併設園等の全ての在園児の追跡的な調査研究を始め、「夜間
保育利用児は昼間園利用児に比べやや発達上のリスクを持つ子どもが多い
が、質の高い認可夜間保育園の保育がそれを下支えしている。」「夜間保
育が子どもの発達に悪影響を与えることはない。」との研究成果が得て、
マスコミ等で大きく報じられた。その後、全国夜間保育園連盟では「夜間
保育園の保育の質の確保が必要」と、この調査研究事業を継続し、加盟各
園の保育の質の向上のための研修活動を実施してきました。同連盟として
の実施は10年で終わりましたが、その後も当法人を含む多くの園でこの
追跡的調査研究を継続実施し、安梅教授が新たに募って参加した園（一般
園）も多数あり、今ではわが国でも特異な規模を持つ子どもの育ちに関わ
る追跡的調査研究になっています。

　上記の安梅教授らの研究成果は、夜間保育を実施している側の実感とも
よく一致しています。保護者が余裕を持って早くにお迎えに来て親子の時
間をゆっくり持てる場合は問題ありません。しかし、なるべく早くお迎え
に来ようと日々無理をしている場合、帰宅後の夕食の準備や入浴等の生活
場面で、何かと子ども急かしたり邪険に扱い、子どもの話にゆっくりと耳
を貸せない場合もあるようです。子どもと一緒に歌を歌ったり（安梅教授
らの先の研究でこの機会の多い少ないが子どもの発達上のリスクに大きく
関係することが明らかになっています）、抱っこしたり、絵本を読み聞か
せたりする時間が取れない場合が少なくなく、子どもの育ちにしんどさを
感じることが少なくないのです。
　しかし、この10年ほど、大阪市の待機児の急激な増加で、大阪市の施策
が待機児解消に集中し、当法人も大阪市の施策に協力するため、あすなろ
や豊新聖愛園で夜間対象児以外の待機児も可及的に受けてきました。
　最近、東淀川区の待機児問題もかなり解消してきたので、改めて夜間保
育施設としての役割を果たすべく、夜間保育対象児の保育にシフトしよう
としたところで、夜間保育の意義や役割が、保護者の方々や行政関係者に
も忘れ去られていることに気付きました（東淀川区はともかくそれ以外の
近接区の区役所の保育担当者さえ知りませんでした）。しかも、保育施設
の入所調整に関わって、例えば、両親常勤の場合100点、両親が自宅開業
の場合90点なのに、通勤や残業時間を除く勤務時間本体で利用可能な施設が
夜間保育施設に限られる場合に4点が加点されるだけ。あとは獲得点数だけ
で開所時間帯に関わりなく空きがある保育施設に入所調整されるのです。こ
れでは夜間保育の必要性が把握されず、夜間保育施設としての役割を果たそ
うにも果たしようがありません。抜本的な制度の改善が必要です。

　最後に、あくまでも公的認可のある場合ですが、夜間保育施設の利用を
保護者が選択するときのポイントを列記します。
① 週2～3日以上夕給食を食べる場合、子どものストレスが急増するので、
これに対応する保育内容を持ち、しっかりと夕食が摂れる夜間保育施設
の利用がお勧めです。

② 夜間保育施設の標準保育時間は午前11時からで、11時以前は延長保育料
がいるので、早い時刻に降園される場合は費用的に大きく不都合です。

③ 夜間保育施設では夕給食の提供があり、入浴も可能なので育児負担が軽
減され、降園時刻はやや遅くなりますが、ゆっくりと子どもの相手をす
る時間が取りやすくなります。

④ 多くの保育施設は午後7時又は8時に保育終了で、それ以降は夜間保育施
設しか利用できません。なお、豊新聖愛園では宿泊保育にも対応してお
り、あすなろは午後12時まで（10時からは延長保育）です。
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　盛一洋子前園長の後任として北丘聖愛
園園長に就任いたしました井本敏子で
す。
　北丘聖愛園は2005年に、豊中市の公
立保育所からの民間移管を受け、保育所
北丘聖愛園が誕生。2015年に新制度幼
保連携型認定こども園北丘聖愛園とな
り、2年目の春を迎えました。
　路交館の数ある事業所の中で、唯一豊
中市にある北丘聖愛園はたくさんの緑に
囲まれた広々とした立地の中にあり、
2013年から2014年にかけて大規模修繕
工事を行い、また新しく保育室も増築
し、建物も職員も子ども達もとっても明
るい園です。
　私は淡路にあります聖愛園より、保育
所北丘聖愛園の立ち上げ時に異動し、今
に至っております。
　園長としてまだまだ未熟な私ですが、
路交館の職員の皆様、またこの「あいど
る」をご覧の皆様のお力をお借りし、精
一杯務めますのでどうぞ、よろしくお願
い致します。　

幼保連携型認定こども園
園長　井本敏子

　30年ほどプレハブの建物で活動をしてきた桜の園ですが、４月から新しい建物に
引っ越しをしました。
　メンバーさん達も荷物が棚に入るかなぁ、どこに置こうかなぁと下見に何度も
行って、いざ引っ越しでみんな一緒に荷物を運びました。不安と期待で一杯のメン
バーさん達はいつもより静かでしたが、引越しをして一週間もすると慣れて来たの
かリラックスして床にゴロンとされたり、外に出て行きたがったりと余裕も出てき
ました。
　桜の園の事業としては、日中活動（生活介護・就労継続支援B型）放課後等デイ
サービス（児童）うぃずサポートセンターさくら・相談支援事業所さくらがありま
す。７月末にパン工房の設備が整い、秋頃には商品としてパンが作れていけばいいなぁと思っています。木造２階建
ての明るい建物でメンバーさん達と地域で活動し社会参加を積極的に行い『ドキドキよりワクワク』をテーマに明る
く楽しく過ごしていきたいと思います。　　　　　　　　

　前日に全員でリハーサルを行い、４月２２日(金)に竣工式を行いました。たくさ
んの来賓の方々に来ていただき、おしゃれをしたメンバーさん達は緊張されてまし
たが、式典が進むにつれて司会に声援を送ったりと和やかないつもの桜の園の雰囲
気でした。
　伊東設計士さんと建設を担当していただいた太平建設さんに各部屋代表のメン
バーさんがあいさつをしお礼の『桜の園のちぎり絵』を渡し、みんなでありがとう
を言いました。第２部の歓談会ではメンバーによる太鼓演奏の披露があり盛り上が
りました。募金活動をはじめとして、路交館にかかわっておられるたくさんの方に
応援していただきありがとうございました。これから積極的に地域の方や各事業所

さんと交流をして新桜の園の活動をアピールしていきたいと思いますので宜しくお願いします。
文責　原田　貴司

　草場加奈子前園長の後任として豊新聖愛園
園長に就任いたしました。
　私が路交館に就職し最初に配属になったの
が、夜間保育所あすなろでした。
　昼間の保育所しか知らなかった私は夜間に
子どもを預かるということに正直衝撃を受け
ました。しかし、実際に働き始めると、なぜ
夜間に保育が必要なのかわかってきました！
　今より20年ほど前のことですが、その当時
からコンビニも増えはじめ、世の中には多種
多様な職業があり、街は24時間動いていまし
た。新人保育士の私にとって、「夜間保育所
あすなろ」にいる子どもたちのたくましさ、
保護者の方の一生懸命さ、そして、その子ど
もたち保護者を支えている先輩保育士さんの
パワーを見て、「私の働く場所はここだ。」
これこそが天職と思ったことを今でも覚えて
います。子育ての方法は1つではないし、一人
では子育ては大変です。いろんな人が関わっ
てこそ子どもたちは健やかに成長して行くの
だということを実感してきました。その後、
学童保育や聖愛園、北丘聖愛園での経験を経
て、6年前再び夜間保育所である豊新聖愛園に
配属になったときには、自分の原点に戻った
ような縁を感じました。
　11年前に豊新聖愛園が開所した時のテーマ
「子どもたちの未来に希望の笑顔を！！」
を、これからも豊新聖愛園の保育の中で、子
どもたちが自分を大切にし、人と人とのつな
がりをしっかりともて笑顔あふれる人生を歩
む礎になればと思っています。
たくさんの方々に支えていただきながら、職
員とともに子どもたち・保護者のみなさまが
安心して過ごせる園にしていきたいと思いま
す。今後ともよろしくお願いします。　

保育所　豊新聖愛園
園長　中川　かをり

　野島千恵子前園長の後任として聖愛園
園長に就任いたしました。
　私は当法人に勤務して20年余りになり
ます。淡路聖愛園で15年、北丘聖愛園で
５年勤務し、昨年度より保育所から幼保
連携型認定こども園に生まれ変わった淡
路聖愛園で勤務することとなりました。
　これまで、40年の歴史を持つ「障がい
児」共同保育を実践していく中で、子ど
も達から教えられることがたくさんあり
ました。多様な人達と共生していくこ
と、それが伝承される関係であること。
明確な答えのない中で悩むことばかりで
したが、違いのある人達が共に生きてい
くことの難しさ以上におもしろさを感
じ、保育（教育）ってなんてすばらしい
んだと、保育の世界にどんどんのめり込
んでいきました。
　前園長ならびに諸先輩方の理念を引き
継ぎつつ、子ども達や職員、保護者の皆
さんと一緒に新しい聖愛園の歴史をつ
くっていきたいと思います。今後ともど
うぞよろしくお願いします。　

幼保連携型認定こども園
園長　安井知香
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卒園おめでとうございます！
豊新聖愛園から、9名のゆりさん（５歳児）が、卒園しました。
たくさん遊んでけんかして、心も身体もいっぱいに

大きくなったゆりさん。
小学校でもたくさんのお友だちをつくり、
それぞれの夢に向かって頑張って下さいね。

2016年3月12日、ポプラ卒室式を行いました。
ポプラのメンバーさん同士で『飾り付けはどんなのがいいかな？』と話し合い、
最後にうたう歌もメンバーの投票で決め、みんなで作り上げた卒室式。
当日は、卒室証書授与で「はい！」と気持ちよく返事をした卒室生のＩ君！

清々しい、門出の一日となりました。社会人１年生頑張れ！

　聖愛園からは32名の子どもたちが卒園しました。
聖愛園の５歳児として能勢の山に登ったり、

クラスではリーダとしてたくさん悩み考えましたね。
小学校でも、聖愛園での経験を力にして
元気いっぱい頑張ってくださいね☆

元気いっぱいのきりんぐみ（５歳児）さんが、
北丘聖愛園を卒園しました！

小学校に行ってもたくさんの思い出を
つくってほしいです。

卒園おめでとうございます！

1名の6年生が卒室しました。
次はいよいよ中学生、新しい世界で

大きく羽ばたいてほしいと思います。がんばれー！

10名の3年生たちが元気に卒室しました！
これから高学年となる3年生。

楽しいこと沢山経験できるといいね☆
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　うぃず守口・うぃず滝井では、毎年、新しいメンバーさんを歓迎する意味を込めて、入社式を実施しています。
2016年度は、うぃず守口就労移行支援に学校を卒業して参加された方1名と2015年度の途中にうぃず守口就労移行
支援に参加された1名の合計2名をお迎えして入社式を実施しました。
　これまでの入社式では、会の進行や司会等をすべて職員が中心に行っていましたが、利用者さんの中から「やって
みたい」との声があがり、利用者さんが受付係や来賓者への対応、司会進行など、多くの場面で利用者が前面に出る
入社式となりました。司会を務める利用者2名は、守口就労移行支援と守口就労継続支援B型からそれぞれ1名ずつ選
出されました。2人は数日前から、司会用の原稿を手にして内職作業の休憩中に集まって何度も繰り返しセリフの練
習をしていました。
　迎えた当日、会場全体がピリッとした緊張感に包まれた中、入社式が始まりました。予定していた来賓の方も時間
通りに集まってくださり、受付係の利用者も順調に自分の役割をこなしていってくれました。
　司会の2人も順調に助け合いながら司会を進めていってくれました。さて、来賓紹介の時にハプニングは起きまし
た。予定では、来賓者を全員紹介した後に、来賓の方を代表して1名の方に挨拶をしていただく予定でした。ところ
が、来賓者の名前を司会者が呼ぶと、会場には大きな拍手が起きました。来賓の方もその拍手に後押しされて、紹介
と同時に一人一人が短い祝辞を述べてくれます。慌てたのは司会の2名です。「どうしよ
う～」「司会の練習した通りの進行ではない」と、ちょっと不安そうな表情をしていま
した。
　それでも、司会者の2名の後ろに控えていた職員が少しだけ助言してくれると、堂々と
司会をする姿に戻りました。
　入社式が終わり、各役割を担ってくれた利用者
さんに感想を聞くと、「緊張したけど、やってよ
かった」とか、「司会の2人はめっちゃ良かった
で～」等の感想が聞けました。また、新入社員の
保護者の方からは、「アットホームな感じで安心
しました。」と言っていただけました。
　今回職員が裏方にまわり、準備段階が遅れた
にも関わらず、職員同士も連携を取り在籍メン
バーが職員より自分たちの方が出来るという気
持ちで頑張れた事が良かったとおもいます。来
年は、今回の仲間の姿を見て、もっとメンバー
中心とした入社式になればと思います。

　つくしクラブとは、大阪市の留守家庭児童対策事業補助金により運営されている学童児の保育機関です。
　聖愛園と同じ建物の中に併設されておりつくしクラブ（小学１～3年生）43名、杉の子クラブ（4年生～6年生）
17名が在籍しています。
　ここでは、様々な活動や行事を通して、起きた出来事一つ一つを子どもたちの成長の機会として大切に扱っていき
ます。夏のキャンプ、冬の思い出旅行を始め、楽しいイベントが盛りだくさんです♪

文責　津崎・西野
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２００９年度
聖愛園・北丘聖愛園
・豊新聖愛園を
卒園したみなさん

小学校の卒業・
中学校の入学おめ
でとうございます。

編集後記
　ひまわりやゴーヤなど夏の花や野菜を植え、子どもたちとともに夏を心待ちにしています。次回もあい

どるを通して、路交館の季節を感じていただければと思います。

編集担当　あいどる委員　明智・水野

　路交館後援会へ加入のお願いです。会費は一口 1,500 円からで、あいどるの郵送料などに使わせていただき
ます。後援会費は入金日より 1年間有効です。ご協力のほどよろしくお願いします。
また、当法人の保育・活動にご賛同・ご支援いただける法人・団体・個人の皆様からのご寄附の協力をお願い
しています。お寄せいただいた寄附金は、利用者の皆様への更なるサービスの充実、各施設の施設・設備整備
等に使わせていただきます。皆様からの暖かいご支援・ご援助を心からお願い申し上げます。
※どちらも同封の払込用紙を使っていただければ、手数料は当法人負担になります。

★後援会加入＆寄附のお願い★

6月3日㈮・4日㈯　3・4・5歳児　一泊保育
6月8日㈬ 地子セ親子「ピクニック」

7月1日㈮・2日㈯
　　　　5歳児　園外宿泊保育（能勢･剣尾山登山）
7月7日㈭ 七夕集会
 七夕（おうち）
7月16日㈯ 聖愛園夕涼み会
7月23日㈯・30日㈯　地子セ「プール開放」

8月6日㈯・20日㈯　地子セ「プール開放」
8月18日㈭ 花火大会（おうち）
8月27日㈯ 地子セ「おまつりごっこ」

9月3日㈯・4日㈰　5歳児親子旅行
9月9日㈮ 2歳児親子遠足
9月16日㈮ 敬老の日の集い

 お月見会（おうち）

6月4日㈯ ひよこ（０歳児）親子ふれあいデー
6月18日㈯ 地域ふれあいDAY
7月1日㈮ プール開き

7月7日㈭ 七夕集会　
7月8日㈮～9日㈯　たてわりサマーキャンプ
7月14日㈭～12月22日㈭　3・4・5歳児たてわりシーズン
7月20日㈬ どろんこ大会（乳児）
7月21日㈭ どろんこ大会（幼児）
7月23日㈯ 納涼会
7月26日㈫ 1歳児・ももぐみ　親子プール広場・給食参加
7月27日㈬ どろんこ大会予備日
7月29日㈮ ぶどうぐみ　親子プール広場・給食参加

6月3日㈮ 歯科検診

7月1日㈮ プール開き
7月23日㈯ 豊新夏祭り

8月4日㈭・5日㈮
 5歳児びわこ一泊保育
8月31日㈬ 5歳児3園交流

9月24日㈯ うんどう会道具作り

7月23日㈯ プール活動
7月28日㈭ 地域交流の夕べ（夏まつり）

6月18日㈯ つくしミニバザー
6月25日㈯ つくしデイキャンプ

7月9日㈯ つくし摂津峡川遊び
7月28日㈭～30日㈯
 つくしサマーキャンプ

8月4日㈭～6日㈯
 杉の子サマーキャンプ

ポプラ行事予定
5月28日㈯ 外出活動（マクドナルド）
6月 調理活動
7月 調理活動（キャンプの料理練習）
8月19日㈮～20㈯
 ポプラキャンプ　in　信太山

さくらんぼルーム行事予定
5月 菜園活動(トマト・キュウリ・さつま芋)
6月4日・18日 親子参加行事“ミュージックケア”
9月14日～16日 地域交流
9月26日 ホップ・ステップ さくらんぼ
   withポプラ（さくらんぼルーム、ポプラ）

聖 愛 園・地 子 セ・あ す な ろ

子 ど も 館

桜 の 園

北 丘 聖 愛 園

豊 新 聖 愛 園

わ か く さ

白身魚……………………100g（4切）
塩・コショウ ……………………少々
ウスターソース………………… 小2
マヨネーズ……………… 60g（大１）
パン粉……………………………適量
サラダ油…………………………適量

魚のサクサク焼（4人分）

① 白身魚に塩・コショウをふる。（冷凍ならば解
凍してから）

② ウスターソースとマヨネーズを混ぜあわせる。
③ ①の白身魚に②をからめ、パン粉をまぶす。
④ フライパンに油をひいて、中火で15分程度
焼く。

（中まで火がとおり、焼き色がつけば出来上がり）
（色々な種類のお魚でもやってみてください。）

材 料
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　豊新つくしクラブは、24時間型夜間保育所である保育所豊新聖愛園に併設されており、今までは夜間保育で親
子の生活を支援することを中心に夕方（16:00～）保育を行ってきました。2015年度大阪市から、昼間保育の認
可を受け、小学1年～6年生までが対象で、現在17名（小学1～４年生）が過ごしています。日々の生活の中で、
「ただいま！」と学校でがんばってきた子どもたちが元気に帰ってきて、ほっと安心できる居場所を目指してい
ます。
　認可を受け昼間からの保育ができるようになり、その保育時間を使っていろんな活動の幅が増えました。
春うららかな4月にはおやつを持って公園に出かけ、桜咲く公園でゆっくり遊びました。そして、この夏には滋賀

県にある「びわ湖子どもの国」にキャンプしに行きます！たっぷりの時間を使い、子ど
もたちと一緒に計画をたて、たくさんのワクワク・ドキドキをその計画に詰め込みま
す。その取り組みを通して、楽しい経験を友だちと共有したり、力を出し合って協力
したりする経験を大切にしていきます。次号ではそのキャンプの取り組みをお知らせ
できればと思います。お楽しみに！
　豊新つくしクラブでは幅広い年齢層の子どもたちが共同生活しています。いろんな
縁で集まった子どもたちが同じ時間を共有し、一年間の中での経験や思い出をつくっ
て、素敵な仲間になってくれたらと思います。

文責：豊新聖愛園　宮本　裕

　地域のお友だちとおうちの人に、気軽に遊びに来て欲しい、子育ての話や情報交換などして、子育て仲間の輪が
大きくなっていってもらえたらいいなぁという想いで、この４月から「こぱんだ広場」を立ち上げました。お子さ
んとゆったり遊びながら、保育士やお母さん同士、気軽にお話できる場所をつくっていきたいです。子育て相談も
やっていますよ。そして、毎回楽しい企画を用意して、体操やふれあい遊び、季節に合ったかわいい制作などを一
緒にしてもらって、みんなで遊べたらいいなぁと思っています。夏にはプールや水遊びもできます。
　参加された方からは「同じくらいの年齢の友だちと遊ぶ機会になってよかった」「友だちの刺激を受けて、家で

は見たことない様子が見れてびっくりした」という声も。「私の気分転換なりまし
たー」と、いい表情で帰って行かれるお母さんもおられました。
　開催は、毎月第二・四木曜日の１０：３０～１２時頃まで。豊新聖愛園２階つくし
保育室でやっています！ぜひ、のぞきに来て下さいね。

文責：一時保育ぱんだぐみ・子育て支援兼任　関　美沙子

　昨年2015年4月より子ども子育て支援新制度がスタートしました。
　法人としてもどのように新制度を迎えればいいのか模索しつつ、4月より4ヵ園中、3ヵ園が保育園から幼保連携
型認定こども園へ移行しました（保育所豊新聖愛園については来年度4月からの幼保連携型認定こども園への移行
を目指しています）。
　これまで当法人の運営する保育園では、障がいのある子どもや夜間に働くご家庭の子どもの保育の必要性に応え
るべく、法人の理念である共生（共同）保育（障がい児保育、夜間保育、夜間までの学童など）の実践と言葉化に
前向きに取り組んできました。
　新制度を機に、幼保連携型認定こども園に移行することで保育所と幼稚園の両方の機能をもった園となり、幼稚
園に入園希望するご家庭の子ども（1号認定子ども）たちが新たに入園し、共生保育の新たな仲間に加わることで、
これまで培ってきた共生保育に新たな課題、取り組みを生み出してくれるきっかけとなることを期待しました。
　聖愛園、北丘聖愛園の2ヵ園では、昨年に続いて、この4月にも新しい1号認定子どもたちが入園しています。
また、新制度2年目ということもあり、昨年に引き続き今年度も各園の園生活の流れなどで変更を行いましたが、
保護者の皆様のご理解とご協力により、新年度を開始することができました。ありがとうございました。

文責：北丘聖愛園　中井　孝昌


